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活動的な大学生活を 

◇今回は、佐野有都さん（中京大学経営学部経営学科）のレポートです！                  

 

はじめに 

 こんにちは。私は 2016年に関高校を卒業した佐野有都です。現在は中京大学経営学部経営学科に在籍

しています。今回は私が大学生活で体験した事を書いていこうと思います。 

 

授業について 

 私は大学で経営学を学んでいます。経営学の中でも企業戦略や組織管理を中心に学んでいます。大学

の教授は経営学の研究一筋の人から、一度社会人になってから教授になった人もいて、学術的なことか

ら経験談まで学ぶことができるので面白いです。大学 2 年生までは、必修科目が多くあまり自分の好き

な分野が学べていませんでしたが、3年生になった現在では自分の興味がある科目を履修しています。 

 私の大学の経営学部では 2 年生からゼミ活動があります。ゼミというのは教授と学生がグループで研

究活動を少人数で行う授業の事です。私の所属するゼミでは企業への提案活動、モチベーションの学習

を行っています。企業提案は 3 年生の前期に企業様からの依頼に対して調査を行い、プレゼンテーショ

ンで提案を行うというものです。私たちの代は果物商社へ「果物の販売促進案」を提案させていただき

ました。実際に企業の方からお話を聞いたり、大学内でアンケートを行ったりしました。提案自体は評

価してもらえましたが、改善点なども指摘していただけたのでいい経験ができたと思っています。モチ

ベーションは学生生活や社会人生活でモチベーションを上げることの利点、モチベーションの種類など

を詳しく学んでいます。 

 

授業以外の経験  

 次に大学生活での経験を書いていこうと思います。1つ目は興味のあった資格を 2つ取得したことです。

取得した資格は国内旅行取扱管理者と 2 級ファイナンシャルプランナーというものです。旅行の資格で

は、普段経営学部では学べない内容が資格を通して学ぶことができ楽しかったです。ファイナンシャル

プランナーは学部の授業で勉強した部分も多く、勉強

がしやすかったです。現在はこの資格が生かせる仕事

をしたいなと思っています。 

 2つ目は部活、サークルを通して、人とのつながり

や自分の成長を感じることができたことです。私は写

真サークル（右写真）と法律研究会という 2つの部活、

サークルに所属しています。先ほど紹介した資格を活

かして旅行係、会計を担当させてもらい、グループで

の活動を円滑にする手伝いをすることができました。



また、元々興味のあった 2 つの事（写真、法律）を同じ思いを持つの仲間達と勉強することができ、と

ても楽しい時間を過ごしています。中京大学には学部が 11もあるので、大学内でも様々な考えや学び方、

活動を行っている人がいます。部活やサークルではそんな人たちに会えるので自分への刺激になりまし

た。 

3つ目は英語学習についてです。私は中学、高校で英語を苦手としていました。しかし、英語を話して

みたいという思いが強くあり、大学では苦手な英語にも力を入れていこうと思いました。経営学部には

ABE と呼ばれる独自の英語学習講義があります。内容は TOEIC 対策講座とネイティブ講師とのコミュ

ニケーション授業を週１回ずつ行うというものです。TOEICの点数は 150点ほどしか上がりませんでし

たが、コミュニケーション授業を通して英語に対する苦手意識を取り除くことができました。また、ABE

で仲良くなった友達からの勧めもありオーストラリアへ短期留学にも行きました。私の思っていた以上

に良いものとなりました短期留学については次の章で詳しく書きたいと思います。 

 

短期留学について 

 私は、2年生の春休みにオーストラリアのゴールドコース

トへ 40日間留学に行ってきました。この短期留学は、大学

付属の語学学校に通いながらホームステイで英語を勉強す

るというものでした。語学学校では母国語禁止の授業で、

最初は質問をするのも大変でしたが、慣れてくると英語で

質問もでき授業を楽しく受けることができました。またク

ラス内には中国、カザフスタン、韓国から英語を学びに来

ている人がいて、年齢も 10 代から 40 代と様々で「英語を

勉強するのに制約はないんだな」と刺激を受けることがで

きました。                         語学学校の卒業式（クラスの先生と） 

 

語学学校は午前中が授業だったので、午後はオーストラリアで仲良くなった人たちとアクティビティ

をしたり、買い物をしたり、授業の復習、予習をしたりしました。オーストラリアは移民が多い国です。

また留学生も多いため、日本よりも外国人に対する接し方が優しいなと感じました。お店で注文をする

際も、分かりやすい英語で話してもらいとても住みやすい国だなと感じました。ホームステイは南アフ

リカ共和国から移住した、ネルソンさん一家にお世

話になりました。ネルソンさんは６人家族でしたが、

お父さんとお母さんの 2 人が耳が聞こえないとい

う障害をもってみえました。最初は上手くコミュニ

ケーションが取れるのか心配でしたが、筆談やジェ

スチャーを使ってコミュニケーションを取ること

ができました。一緒に買い物に行ったり、ドライブ

をしたりと楽しい時間を過ごすことが出来ました。

写真は家族の皆さんと最終日の前夜に撮った写真

です。とても良い思い出になっています。ネルソン



さん一家が私を家族の一員として受け入れてくれたことは嬉しかったです。留学の目的は英語の勉強で

したが、それ以上に学んだもの、感じたものがありました。この短期留学は大学生活でも自分に大きな

影響を与えたものとなりました。 

 

最後に 

 ここまで大学生活で経験してきたことを書いてきました。私は自分のやりたい事、気になる事を大学

生でやってみるのがいいのかなと思います。この 3 年間で沢山の経験、多くの友人、つながりが出来ま

した。私の友人の中には学部選びから失敗し、大学生活を後悔している人がいます。私は経営学が学び

たいと思ってこの学部に入学しましたが、そう思って経営学部に入学する人は正直少ないです。高校生

の皆さんには、自分の学びたいことを考える必要があると思います。大学生になってから学びを考えた

り、見直すことは出来ますが、その分時間が減ってしまいます。自分自身にとって充実した大学生活を

送れるように願っています。 

 

 


